
物流・交流　
活性化に期待
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保科　郷雄

地域の安全
　・安心向上
東北地方整備局長

西村　拓

国道号丸森地区災害復旧事業
五十沢工区「兜橋～県境」開通
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福島県からの受託により、国土交通省で施行
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　年台風第号で甚大な被害を受けた
国道号の丸森地区では直轄権限代行に
より災害復旧事業を進め、１月日に「山
側への別ルート」が無事開通しました。開
通当日には多くの地域住民の皆さまに新た
な道路を利用していただき、本事業への期
待の大きさを実感しています。
　特に丸森町耕野不動～大張川張間は阿武
隈川の洪水や土砂災害により甚大な災害が
発生し、幅員縮小や線形不良といった現道
の課題が顕著な区間でありました。また、
福島県側の兜橋～県境間でも冠水被害がた
びたび発生していました。今回の開通でこ
れらの課題が解消され、再度災害の防止や
円滑な交通の確保など地域の安全・安心の
向上に大きく寄与するものと確信していま
す。
　国土交通省では防災・減災、国土強靱化
さらには地方創生に資する道路ネットワー
クの強化を着実に進めています。引き続き、
皆さまのご理解とご協力をお願いします。

　国道号は福島県伊達市と宮城県丸森町を
結ぶルートとして、両県間の物流や交流を促進
する役割を担うとともに重要物流道路の代替・
補完路にも指定されており、広域的な観点から
重要な幹線道路に位置づけられています。しか
しながらカーブが多く、狭隘な道路形状の影響
により大雨で阿武隈川が増水した際は、これま
で幾度となく通行止めの措置がとられるなど、
本路線が持つ機能や役割が十分に発揮されてい
ませんでした。
　年台風第号で、かつて経験したことの
ない被害を受け、国直轄権限代行で整備が進め
られ開通の日を迎えることができました。開通
により大雨時の道路冠水が回避され、交通上の
安全性や利便性が向上し、観光や交流、物流の
増加が見込まれ、宮城、福島両県の結びつきが
一層強くなり、隣接自治体の活性化が期待され
ます。
　本事業の実現に尽力されました国土交通省を
はじめ関係機関の皆さま、安全に工事を進めて
いただいた企業の皆さま、あたらめて敬意を表
し、御礼を申し上げます。

県境付近（丸森町→伊達市）
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ルート図（東北地方整備局資料を基に作成）

　年月に襲来した台風第号で甚大な被害を受けた宮城県丸森町の国道号丸森
地区災害復旧事業が完了し、東北地方整備局が直轄権限代行で整備した「山側への別ルー
ト」が１月日に開通した。丸森町耕野不動～舘矢間山田区間（約㎞）のうち特に被害
が著しく、現道の課題が大きい耕野不動～大張川張の約８㎞を「山側への別ルート」（延
長．㎞）で本復旧。山を貫く３本のトンネルや３つの橋梁などを新たに建設したほか、
福島県が事業を進めていた福島県伊達市の五十沢工区（兜橋～県境）延長．㎞について
は、県から国土交通省が工事を受託して一体的に整備し、災害に強い道路が完成した。

たけのこ橋付近


